
大鶴湖における
外来水草の繁茂・対策状況について

令和3年5月
九州地方整備局 鶴田ダム管理所
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3

【流域の諸元】
■川内川幹川流路延長：137kmと九州で2番目、

鶴田ダムは河口より51km地点に位置
■川内川流域面積 ：1,600㎞2

鶴田ダム流域面積 ： 805km2と全体の約半分
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■鶴田ダムは、大口盆地と川内平野を繋ぐ

山間狭窄部に位置

※貯水池（大鶴湖）は、曽木の滝までの約１２km

【鶴田ダム諸元】

形 式 重力式コンクリートダム

堤 高 １１７．５ｍ

堤 頂 長 ４５０．０ｍ

総貯水量 123,000千ｍ３

治水容量 98,000千ｍ３
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和暦（西暦） ボタンウキクサ等繁茂状況

H19(2007)年 12月に馬渡川で面的な繁茂を確認

H20(2008)年 1月、10月に馬渡川と川内川の合流部付近で大規模繁茂を確認

H21(2009)年 10月に中山橋周辺で繁茂を確認。ただし、繁茂はまばらである。

H22(2010)年 10月～11月に堤体付近、発電所遺構付近、馬渡川で大規模繁茂を確認

H23(2011)年
～H26(2014)年

大規模繁茂は確認されず

H27(2015)年
10月に馬渡川でホテイアオイの繁茂を確認

（ボタンウキクサは見当たらない）。

H28(2016)年 11月に馬渡川で大規模繁茂を確認

H29(2017)年 10月に馬渡川で大規模繁茂を確認

H30(2018)年 10月～11月に馬渡川で大規模繁茂を確認

R1(2019)年 冬季に馬渡川で繁茂を確認。ダム湖全域での大規模繁茂（全域繁茂）を確認

外来水草の経年繁茂状況一覧（H19年～R1年）

R1.8.4 R1.10.9 R1.12.8ダム湖全域に分布 ダム湖全域に分布

令和元年の外来水草繁茂状況の季節変化

外来水草（ボタンウキクサ･ホテイアオイ）の発生経緯

R1年10月ダム上流2km付近 R1年11月曽木発電所遺構付近

鶴田ダムでは、ホテイアオイは平成5年度以前から、ボタンウキクサは平成19年度から生育が確認されている。
令和元年8月お盆明けのころから両種の繁殖がみられ、ダム湖面積のおよそ半分にあたる約100万m2（水位
EL.140m程度）の繁殖となったが、令和２年６月までに概ねの回収を終えた。
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ボタンウキクサ

●ボタンウキクサ（牡丹浮草、Pistia stratiotes） （英名：ウォーターレタス(Water Lettuce)
●単子葉植物サトイモ科 多年草 特定外来種
●増殖メカニズム：走出枝（ランナー）を出し、その先に子株をつくり増殖する

写真：令和元年10月25日
走出枝（ランナー）
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ホテイアオイ

●ホテイアオイ（布袋葵、学名：Eichhornia crassipes）
（別名：ホテイソウ、ウォーターヒヤシンス）

●単子葉植物ミズアオイ科 鹿児島県指定外来動植物に指定
●原産地域：南アメリカ
●増殖メカニズム：走出枝（ランナー）を出し、その先に子株をつくり増殖する。

写真：令和元年10月25日

走出枝（ランナー）



外来水草の繁茂要因
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近年の大雨により、上流から流れ込んできた流木塵芥とともに流下してきた外来水草
が気温・水温の上昇とともに繁殖拡大したものと考えている。

令和元年6月29日～7月4日の大雨の状況

国土交通省統一河川情報システム
現況レーダ雨量：７月１日１時

ダム上流「曽木の滝」の状況 洪水調節中のゲート放流状況 流木とともに流れ込んできた水草
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令和２年度の外来水草繁茂状況
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令和２年度鶴田ダム外来植物繁殖状況

●令和２年度については、７月豪雨により、ダム流域や支川から流木とともに、外来植物（ボ
タンウキクサ、ホテイアオイ）が流入し、７月以降の気温・水温の上昇とともに、大規模な繁殖
が見られ、通年を通して回収を行っていたが、１２月初旬には、ダム湖面積のほぼ全域を覆う
ほどまでの繁殖を記録した。

令和２年１２月
ダム湖0.5km付近から上流
を撮影

令和２年1２月
新曽木大橋より曽木の滝を撮影
（ダム湖12km付近）
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水草繁茂状況について

R2.9時点 R2.9時点 R2.9時点R2.9時点

①
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③

④

① ② ③ ④

： 撮影方向

令和2年9月28日



水草繁茂状況について

R2.12時点 R2.12時点 R2.12時点R2.12時点

① ② ③ ④

： 撮影方向①

②

③

④

令和2年１２月７日
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水草繁茂状況について

R3.4時点 R3.4時点 R3.4時点R3.4時点
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： 撮影方向



水草の回収状況
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水草回収船による回収①

■水草回収船により回収を実施

◎ＷＨ－１８００
全長：９，０５０mm
全幅：４，３６０mm
貯蔵コンベア

最大積載重量：１，３６０kg
最大積載容量：６ 

刈取幅：１，８００mm
刈取水深：１，５００mm

◎ＷＨ－24００
全長：１０，５００mm
全幅：４，４００mm
貯蔵コンベア

最大積載重量：１，３６０kg
最大積載容量：８ 

刈取幅：２，４００mm
刈取水深：１，５００mm
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水草回収船による回収②

 刈り取り ②運搬船積込み

③運搬 ④陸揚げ
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網場囲い込みによる回収

■網場による囲い込み、重機により回収作業を実施



処分方法
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水草を十分に乾燥堆肥化させ、ダム貯水池周辺に埋設し覆土する予定。

処分方法

仮置き場

埋設候補地

ダムサイト付近の仮置き場（現状）

仮置場及び埋設候補位置図

埋設候補詳細位置図
曽木発電所遺構

曽木の滝展望公園

※住民や一般の方が外来水草
を発見し回収した場合は、 一般

ゴミ（可燃ごみ）として処分をお
願いします。



報道実績
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報道実績

■外来水草繁茂について新聞やテレビ報道等各メディアにとりあげられた

報道日 メディア

令和2年7月30日（木） MBC南日本放送

令和2年12月8日（火） MBC南日本放送

令和2年12月11日（金） フジテレビ

令和2年12月20日（日） 毎日新聞

令和2年12月22日（火） 日本テレビ

令和2年12月25日（金） 読売新聞 鹿児島県版

令和2年12月25日（金） 南日本新聞

令和3年1月1日（金） テレビ朝日
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水質
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ダム貯水位の運用及び観測地点について

表層・・・水面から0.5m
中層・・・水面と底の中間の水深
底層・・・底から1m

貯水位の運用は洪水期には洪水調節容量を確保するために水位を下げ、非洪水期には利水容量を貯留する運

用を行っている。

次ページに示す水質の調査地点は以下のとおりです。
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環境基準 湖沼A類型(6.5～8.5mg/L)

ダム湖内の水温は、再開発事業の新運用となった平成28 年度以降は貯水位を低下して運用する6 ～9 月において、
出水により中層から底層にかけて水温が上昇するようになり、中層及び底層の水温の季節変動が大きくなっている。
ダム湖内のpHは、表層で春季から夏季にかけて、植物プランクトンの光合成の影響により、一時的に高い値がみら
れるが、概ね湖沼A類型程度で推移している。
外来水草が繁茂した令和２年夏～冬にかけて、表層におけるpHが低い傾向となっている。

水質状況（ダム湖内） 水温、pH

外来水草繁茂期間
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水質状況（ダム湖内） 水温 ※直近５カ年
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H28 H29

ダム湖内の水温鉛直分布（鶴田ダム：基準点３ ）

 1 ～3 月は鉛直方向にほぼ同水温であるが、4 月頃から表層が温められ、5 ～9 月にかけて水深3～10m 
付近で一次躍層が形成される。

 4 ～6 月にかけて付替発電管(EL.104.6m 付近)から約10～15m 下方に二次躍層が形成される。その後、二
次躍層は、出水の影響を受け7 ～9 月にかけてEL.85～90m 付近まで低下する。

再開発後に伴う放流設備位置及び運用水位の変更により、躍層が形成される位置が変化した。
水草が繁茂した令和２年夏～冬において、過去と比較して水温（鉛直分布）に大きな変化は見られない。

1月 2月 3月 4月

5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月 12月

付替発電管EL.104.6m

増設放流管(1条)
EL.107.5m

増設放流管(2条)
EL.95.0m

付替発電管EL.104.6m

増設放流管(1条)
EL.107.5m

増設放流管(2条)
EL.95.0m

付替発電管EL.104.6m

増設放流管(1条)
EL.107.5m

増設放流管(2条)
EL.95.0m

付替発電管EL.104.6m

増設放流管(1条)
EL.107.5m

増設放流管(2条)
EL.95.0m

※曝気吐出水深
H29以前 17mを基本
H30以降 20mを基本

貯水位低下及び、
6月中旬～7月上旬にかけての
出水による中底層の水温上昇

土砂堆積による
河床の上昇

水質状況（ダム湖内） 水温（鉛直分布）

R2

付替発電管EL.104.6m

増設放流管(1条)
EL.107.5m

増設放流管(2条)
EL.95.0m
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外来水草が繁茂した令和２年夏～冬にかけて、表層DOが飽和溶存酸素濃度に達していない。

（表層DOの消費が確認される）

水質状況（ダム湖内） DO、飽和溶存酸素濃度
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水質状況（ダム湖内） DO ※直近５カ年
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外来水草が繁茂した令和２年夏～冬にかけて、表層DOが低い傾向を示している。
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28
ダム湖内のDO鉛直分布（鶴田ダム：基準点３）

H28 H29 H30

R1

水温躍層の影響により、春季から秋季にかけて底層のDOが低下し、貧酸素状態となっている傾向が
みられるが近年の傾向は変わらない。
水温分布と底層の貧酸素化は追随しており、秋季から冬季にかけて無酸素状態となるが、12 月～2 月
に全層循環することで解消する。
外来水草が繁茂した令和２年夏～冬にかけて、過去と比較してDO（鉛直分布）が低い傾向を示している。

1月 2月 3月 4月

5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月 12月
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増設放流管(1条)
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増設放流管(2条)
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※曝気吐出水深
H29以前 17mを基本
H30以降 20mを基本

水質状況（ダム湖内） DO（鉛直分布）

R２

付替発電管EL.104.6m

増設放流管(1条)
EL.107.5m

増設放流管(2条)
EL.95.0m
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外来水草が繁茂した令和２年夏～冬にかけて、表層におけるT-N、T-Pが低い傾向となっている。



（４）外来水草の対応方針（案）について
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35

近年のダム湖内での繁茂・生活史

※バイオマス量とは、生物体の総重量あるいは単位面積当たりの重量のことであり、ここではボタンウキクサの湿重量を用いた。

令和２年度の増殖イメージ

◆令和元年度は、最大分布面積 約10０万m2 （推計値）
令和二年度は、最大分布面積 約200万m2 （推計値）

◆特に、令和元年度からはダム湖内での越冬が確認されている ※加速度的に繁茂する要因

35

平成２３年度の増殖イメージ

36

繁茂・生活史を踏まえた対応

越冬個体は囲い込みを行い拡大を
防ぐと共に、翌年春季までに重点的
に回収
春季の巡視を強化し、流入個体、
発芽個体を早期に回収

◆POINT
発芽可能な２０℃～２８℃の水温下
では、巡視体制を強化
9～10月にかけての拡大期前まで
に回収することが重要

鶴田ダムでは、春～夏において確認
される個体を 優先で回収するため
に、巡視体制を強化し、早期回収を行
い、ダム湖内での繁殖を抑えていく。



37

◆対応策①：ダム湖に流入する個体、越冬した個体を監視（定期巡視）し、適宜回収
◆対応策②：繁茂・拡大した段階では、水草回収船により大規模な駆除を実施
◆対応策③：網場（浮子、ロープ、網など）により外来水草を囲い込み効率的に回収するととも

に拡大・拡散の抑制を図る

対応策

対策②：回収船による大規模回収 対策③：網場による越冬個体囲い込み

対策①での収束を目指す

対策①：巡視強化・早期回収

38

外来水草に関する調査について

大鶴湖における外来水草の発生・繁茂メカニズムを解明し、効率的な対策を実施していくため
に、以下の調査が必要。

■発育状況調査
→大鶴湖における発育状況を把握するためにコドラート調査を実施、個

体数、湿重量、個体サイズ等を把握する。

■埋土種子発芽試験
→大鶴湖における種子が残存している可能性が高い土壌を採取し、発芽するかどうかに

ついて確認する。

■分布状況調査
→大鶴湖及び上流域において、外来水草の分布状況を把握する。

調査結果を踏まえ、今後、大鶴湖での効率的な撤去手法やモニタリング、
発生源の対策を行っていく。

発育状況調査 埋土種子発芽試験 分布状況調査
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今後の予定

日時 ：令和３年１０月頃予定
メンバー： 各市町 県振興局 河川協力団体 漁協

鶴田ダム 川内川河川事務所
内容 ：広報啓発支援 監視パトロール支援

日時 ：令和４年１月頃予定
メンバー： 各市町 県振興局 河川協力団体 漁協

鶴田ダム 川内川河川事務所
内容 ：広報啓発支援 監視パトロール支援

令和３年度 大鶴湖の水環境に係る関係者会議（１回目）

日時 ： 令和３年５月３１日（月）

令和３年度 大鶴湖の水環境に係る関係者会議（２回目）

技術検討WG １回目

技術検討WG ２回目

広報・啓発WG １回目

広報・啓発WG ２回目

日時 ：令和３年１０月頃予定
メンバー：学識者 県（環境部局）

鶴田ダム 川内川河川事務所
内容 ：発生メカニズム検証、調査計画、対策手法検討

日時 ： 令和４年２月予定

日時 ：令和４年１月頃予定
メンバー：学識者 県（環境部局）

鶴田ダム 川内川河川事務所
内容 ： 発生メカニズム検証、調査計画、対策手法検討

今後、外来水草の繁殖抑制を図っていくため、調査や対策手法検討、広報啓発等を技術検
討WG、広報・啓発WGを立ち上げその中で実施していく予定。

※WGの開催時期については、今後調整していく。
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（５）各関係者への情報提供等について
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43R1年度の鶴田ダム上流外来水草越冬状況調査結果

陣の池のボタンウキクサ湯ノ尾地区のホテイアオイ 羽月川支川のホテイアオイ

ダム上流における外来水草の越冬確認状況

■令和元年度に実施した鶴田ダム上流におけ
る外来水草越冬状況調査の結果、鶴田ダム
上流ではホテイアオイが8箇所、ボタンウキク
サが1箇所で確認された。

44

■川内川河川事務所の管理区間において巡視をした結果、赤枠箇所に外来水草を確認。

流出防止対策を実施中

令和３年５月末時点の確認状況

川内川右岸 79.6km地点羽月川左岸 0.4km地点

確認の結果なし

確認の結果なし

確認の結果なし
確認の結果なし

確認の結果なし

ボタンウキクサ確認



水草の発生源対策

回収地点

回収状況 Ｒ２．１１．２９鶴田ダムより約２０ｋｍ上流

発生源対策として、地域住民が主体となって旧川で外来水草（ホテイアオイ）の除去を実施。
回収量は約１０トンで全て回収済み

参加団体：地域住民、漁協組合、建設業組合等

45

ダム管理者
・ダム湖内での巡視、駆除、処分、繁殖・拡散防止
・ダム湖内における外来水草の特性、繁殖メカニズム、対策効果検証

河川管理者（国、県、市町）
・河川での巡視、駆除、処分、繁殖・拡散防止
・必要に応じて調査を実施

各県の環境部局
・取組内容への指導・助言
・啓発活動

各市町の環境部局
・地域、団体の支援
・住民への普及啓発

河川利用者（漁協、NPO、河川モニター、一般住民等）
・発生場所、発見日時についてダム管理者、河川管理者へ情報提供 46

ダム上流域からの外来水草の新たな流入を防止するため、各箇所での外来水草の撤去や繁
殖防止措置が重要になることから、以下のとおり各機関において協力をお願いする。

新たな外来水草の流入抑制のお願い
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新たな外来水草の流入抑制のお願い

外来水草を発見した場合は、各管理者へ発見場所、概算面積、対策状況（写真）の報告をお
願いします

○報告頂いた内容を元に、適
宜情報共有をする

○分布状況や対策状況をとり
まとめ、今後の川内川流域で
の取り組みを効果検証してい
く。

外来水草を発見

担当者へ連絡

担当者から鶴田ダム管理所へ連絡

対応フロー

各管理者へ連絡

担当者が直接の
管理者でない場合

メーリングリストを使用し情報共有

48

新たな外来水草の流入抑制のお願い

外来水草が発見した場合の連絡体制を確立するために、以下の表にて担当者名簿を作
成するため、後日、報告用の様式の送付するとともに依頼を行います。

各関係者・団体において、ご確認いただき記載をお願いします。

担当者氏名 E-mail 電話番号

NPO
水と地球

-

NPO
ひっ翔べ！奥さつま探検隊

-

NPO
バイオマスワークあったらし会

-

漁協組合 川内川上流漁協

えびの市 市民環境課

湧水町 住民税務課

伊佐市 環境政策課

伊佐市 伊佐PR課

さつま町 商工観光PR課

さつま町 企画政策課

さつま町 建設課

鹿児島県姶良・伊佐地域振興局 保健福祉環境部

鹿児島県姶良・伊佐地域振興局 総務企画部

鹿児島県北薩地域振興局 保健福祉環境部

鹿児島県北薩地域振興局 総務企画部

宮崎県 環境森林部自然環境課

鹿児島県 環境林務部自然保護課

川内川河川事務所 -

鶴田ダム管理所 -

各機関 担当部署



（６）その他
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水草投棄防止の啓発

外来水草の処理を適切に行って頂
くために、チラシを作成し、鶴田ダ
ム管理所ＨＰに掲載

流域の市町村に配布や回覧を行
い、広報誌に掲載して頂いた。

52

水草投棄防止の啓発

広報誌 伊佐市 Ｒ３．３

広報誌 湧水町 Ｒ３．３

広報誌 えびの市 Ｒ３．３



◆平成28年度から実施している大鶴湖水環境改善キャンペーンについて、過去の運営実績を踏
まえて、準備するもの・役割分担・運営上の留意点等をとりまとめた『水環境改善キャン
ペーンの手引き案』を令和２年度に作成した。

【水環境改善キャンペーンの手引き案】
【これまでの開催経緯】

キャンペーンの開催
方法を整理
・これまでの開催経緯
・開催効果
・開催時期、候補地
・開催迄のスケジュール
・プログラム内容案
・事前準備内容 等

小学校、宮人川ビ
オトープ、川内川
川原地区等での開
催を今後も継続し
ていき、外来水草
の適切な処分など
についても、啓発
していく。

53

水環境改善キャンペーンについて

宮人川ビオトープにてR3年度開催

◆R3年度に延期となった、宮人川ビオトープでの水環境改善キャンペーンについては、新型
コロナの状況をみつつ８月開催を基本に関係者と調整を図っていく。

54

【配布チラシ案(R3年度版)】
【過去の関係者会議で出された意見】

項目 ご指摘内容

開催時期

・暑さが幾分緩和される8月下旬開催

の意見が多い。

・夏休みの宿題(自由研究)を鑑みた

場合、7月下旬～8月中旬頃の開催も

挙がっている。

参加者の

募集方法

・公募募集チラシを広く周知するため

の方策(広報紙への掲載、観光拠点

施設へのチラシ配布、小中学校への

配布等)が挙げられた。

・SNSを活用した宣伝も挙がっている。

プログラム内

容

・簡易的なビオトープの創出をみんなで

工夫して作ってみては、といった新た

な内容の提案があった。

8月開催を想
定していま
す。
※新型コロ
ナの状況を
見つつ検討

詳細は今後
詰めていき
ます。

詳細は今後
詰めていき
ます。

水環境改善キャンペーンについて
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